
伊万里っ子キッズスポーツフェスティバル（３月 20 日：国見台陸上競技場）

予算特集号平成29 年度
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一般会計予算額の年度別推移

248 億 700 万円

223.6

平成29 年度当初予算総額

繰入金
15億4,099万円

寄附金
6億2,559万円

分担金及び
負担金
4億4,212万円
使用料及び
手数料
3億2,367万円

諸収入ほか
6億7,798万円

歳　入

●市　税…………個人と法人の市民税や固定資産税、たば
こ税などです。

●繰入金…………基金や特別会計からの繰入金です。
●寄附金…………ふるさと応援寄附金など、個人や法人な

どから受ける金銭寄付です。
●分担金及び負担金…災害復旧事業の負担金、保育園の入

所負担金などです。
●使用料及び手数料…施設の使用料、戸籍や住民票の謄・

抄本の手数料などです。
●諸収入ほか……雑入などです。
●地方交付税……国が徴収した税金から、地方公共団体が

等しく事務を進められるよう一定の基準
で交付されるものです。

●国庫支出金……国からの負担金や補助金です。
●県支出金………県からの負担金や補助金です。
●市　債…………市が行う事業の財源として、国や金融機

関などから借り入れる借入金です。
●地方譲与税……国税から譲与されるものです。

市税
65億3,941万円

衛生費
16億8,982万円

公債費
21億9,383万円

教育費
23億2,785万円

土木費
16億8,179万円

商工費
5億2,277万円

消防費
12億3,183万円

その他
1億7,451万円

歳出総額
　  248 億

700 万円

歳　出

農林水産業費
8億1,887万円

●民生費	…………社会福祉や児童福祉、生活保護など市民
の安定した生活を保障する経費です。

●総務費	…………企画や男女協働、国際交流など、主に総
務部門に要する経費です。

●教育費	…………小・中学校などの学校教育や社会教育、
保健体育など教育全般の経費です。

●公債費	…………借入金の返済に要する経費です。
●衛生費	…………保健衛生や、ごみの収集・処理などに要

する経費です。
●土木費	…………道路や河川、住宅、公園、市街地などの

整備や維持管理に要する経費です。
●消防費	…………火災など災害に対応するための経費です。
●農林水産業費	…農林水産業の振興に要する経費です。
●商工費	…………商工業や観光の振興に要する経費です。
●議会費	…………議会運営に要する経費です。
●その他	…………労働費や諸支出金、災害復旧費などです。

議会費
2億6,728万円

地方交付税
53億6,375万円

地方譲与税ほか
13億663万円

民生費
100億415万円

総務費
38億9,430万円

依存財源
146 億
5,724 万円
 （59.1％）

市債
20億2,932円

国庫支出金
36億8,703万円

県支出金
22億7,051万円

自主財源
101 億
4,976 万円
 （40.9％）

一 般 会 計

227.4

248.1249.1

　国の経済政策などにより、景気は緩やかな回復基調が続

いているものの、市の主要な財源である税収の伸びは不透

明な状況です。さらに、今後、少子・高齢化の進展による

扶助費などの社会保障関連経費や、特別会計への繰出金な

どの義務的経費の増加に加え、老朽化した公共施設の大規

模な修繕などが必要となるなど、さらなる財政の硬直化が

見込まれます。このため、既存事業の適正化を徹底しなが

ら、財政調整基金などに加えてふるさと応援基金を活用す

るなど、堅実でありながらも、子どもを産み育てやすい環

境づくりや教育環境の充実、暮らしの安全と安心を確保す

るための防災の推進など、限られた財源を効果的に配分し

た予算を編成しました。

　その結果、今年度の伊万里市一般会計予算は、総額で

248億700万円となりました。平成28年度と比較すると、

0.4㌫の減少となっています。

224.8
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※平成29年３月末の現在高です。
※主な借入先は、財務省、地方公共団体金融機構、佐賀県、
市中金融機関などです。

表１ 特別会計予算額

表２ 企業会計予算額

表３ 市債現在高

特別会計名 予算額

国 民 健 康 保 険 79億 8,622万円

介 護 保 険 59億 2,302万円

立 花 台 地 開 発 事 業 1,864万円

公 共 下 水 道 事 業 23億 9,507万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1億 6,984万円

市 営 駐 車 場 1,313万円

後 期 高 齢 者 医 療 13億 7,205万円

計 178億 7,797万円

区 分 水道事業 工業用水道事業

収
益
的
収
支

収	

入
15億 4,619万円 12億 3,395万円

支	

出
15億 4,619万円 12億 3,395万円

資
本
的
収
支

収	

入
13億						44 万円 7億 1,451万円

支	

出
19億 9,070万円 8億 7,236万円

会計区分 現在高

	一般会計 219億 9,204万円

特
別
会
計

	公共下水道事業 108億 2,550万円

	農業集落排水事業 9億 8,151万円

計 337億 9,905万円

会計区分 現在高

企
業
会
計

	水道事業 52億 9,645万円

	工業用水道事業 126億 7,302万円

計 179億 6,947万円

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
使
用
料
な
ど
を

財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す
。

■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、
事
業

運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を
行
う

会
計
で
す
。

　
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際
に
、
そ

の
財
源
の
一
部
と
し
て
、
国
や
県
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
資
金
を
借
り
入

れ
て
い
ま
す
。
市
債
の
現
在
高
は
、

　
　
　
の
と
お
り
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が

あ
る
人
か
ら
徴
収
し
た
保
険
料

を
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
納
付
す
る
会
計

で
す
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
、
特
別
会
計
の
中
で
も
経
営
成

績
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
次
の
２
つ
の
企
業
会
計
を
設

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

ご
と
の
予
算
額
は
、　
　
　
の
と
お

り
で
す
。

■
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計

公
共
事
業
に
伴
う
代
替
地
供
給

を
目
的
と
し
た
、
宅
地
開
発
を

行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め

ざ
し
、
下
水
道
の
整
備
や
処
理

場
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の

会
計
で
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
村
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
を
め
ざ
し
、
排
水
事
業

を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
市
営
駐
車
場
特
別
会
計

中
心
市
街
地
や
商
店
街
な
ど
へ
の

来
訪
者
の
利
便
を
図
る
目
的
で

設
置
し
て
い
る
市
営
駐
車
場
を
管

理
・
運
営
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　
特
定
の
事
業
を
行
う
際
、
特
定

の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出
に
充

て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、　
　  
の
と
お

り
７
つ
の
特
別
会
計
を
設
け

て
お
り
、
そ
の
予
算
総
額
は
、

１
７
８
億
７
７
９
７
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
や
国
庫
支
出

金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
医
療

給
付
な
ど
を
行
う
た
め
の
会
計

で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金

を
主
な
財
源
と
し
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す
。

特
別
会
計

企
業
会
計

市
債
現
在
高

平成 29 年度 当初予算額
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界
に
先
駆
け
た
挑
戦
が
始
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
経
済

対
策
の
効
果
に
よ
り
雇
用
情
勢
の

改
善
な
ど
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

企
業
収
益
や
個
人
所
得
へ
の
波
及

効
果
は
充
分
に
得
ら
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

27
年
度
の
国
勢
調
査
に
お
い
て

は
、
少
子
高
齢
化
の
傾
向
と
併
せ

て
、
特
に
若
い
女
性
の
流
出
が
顕

著
と
な
る
な
ど
、
人
口
減
少
対
策

は
地
域
経
済
の
活
性
化
と
と
も
に

本
市
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
私
は
、
国
が
進
め
る
『
一
億
総

活
躍
社
会
』
を
実
現
す
る
メ
イ
ン

エ
ン
ジ
ン
は
地
方
創
生
の
推
進
で

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
さ
ら
な
る

深
化
に
向
け
、
昨
年
８
月
に
地
方

創
生
人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
て

総
務
省
か
ら
人
材
派
遣
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
地
方
創
生

推
進
交
付
金
を
は
じ
め
、
関
係
す

る
国
の
制
度
を
十
分
に
活
用
し
な

が
ら
、
関
係
団
体
や
事
業
者
な
ど

と
の
連
携
に
よ
る
具
体
的
な
実
行

計
画
の
も
と
、
す
べ
て
の
市
民
が

職
場
や
地
域
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

で
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
覚
悟
で
す
。

と
続
い
て
き
た
先
人
た
ち
の
努
力

の
結
晶
で
あ
る
こ
の
伊
万
里
を
誇

り
を
持
っ
て
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使

命
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
へ
向
け
た
伊
万
里
港
と

福
岡
都
市
圏
に
向
け
た
西
九
州
自

動
車
道
と
い
う
西
九
州
北
部
地
域

の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
確
固

と
し
た
成
長
力
を
手
に
し
た
今
、

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
の
上
に
、

将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
英
知
と
行
動
力
を

結
集
し
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界

へ
と
大
き
く
翔
ば
た
く
、
存
在
感

の
あ
る
伊
万
里
市
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
い
く
決
意
で
す
。

　　
国
に
お
い
て
は
、
誰
も
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
、
そ
の
能
力
を
存

分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
創
出
す

る
『
一
億
総
活
躍
の
国
創
り
』
が

推
進
さ
れ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化

の
克
服
に
向
け
た
取
り
組
み
に
よ

り
経
済
成
長
を
図
る
と
い
う
、
世

　　
市
政
運
営
４
期
目
に
あ
た
り
、

私
は
、『
暮
ら
し
の
安
全
と
安
心
の

確
保
』、『
地
域
産
業
の
振
興
』、『
賑

わ
い
と
活
力
の
創
造
』
を
３
本
の

柱
と
し
て
、
市
民
と
同
じ
目
線
に

立
っ
た
考
え
方
と
前
例
に
と
ら
わ

れ
な
い
発
想
に
よ
る
市
民
本
位
の

市
政
運
営
に
邁ま

い

進し
ん

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

安
全
と
安
心
の
確
保
を
重
要
施
策

と
し
て
、
市
内
全
域
へ
の
防
災
行

政
無
線
の
整
備
着
工
を
は
じ
め
、

集
落
を
単
位
と
す
る
防
災
マ
ッ
プ

の
作
成
、
広
域
連
携
に
よ
る
さ
が

西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備

や
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
た
め
の
子
ど
も
医
療
費
の
対
象

年
齢
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。 平

成

29

年

第
１
回
定
例
会

所
信
表
明

は
じ
め
に

市
政
を
取
り
巻
く
情
勢

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

 世界へと大きく翔ばたく

 　存在感のある伊万里市へ

　
平
成
29
年
伊
万
里
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
、
塚
部
芳
和
市
長
が
平
成
29
年
度
の

市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
が
あ
ら
ゆ
る
場
で
生
き
生
き
と
活
躍
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
特
に
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
30

キ
ロ
圏
内
は
地
元
自
治
体
で
あ
る

と
の
考
え
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
原
発
に
対
す
る
不
安
に
寄
り
添

い
市
の
考
え
方
を
明
確
に
述
べ
て

い
く
決
意
で
す
。

　
ま
た
、
市
民
待
望
の
西
九
州
自

動
車
道
の
市
内
区
間
の
開
通
や
伊

万
里
港
の
有
機
的
な
連
携
に
向
け

着
々
と
進
む
臨
港
道
路
の
整
備
な

ど
、
将
来
に
わ
た
り
発
展
の
礎
と

な
る
都
市
基
盤
の
整
備
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
伊
万
里
港
が

開
港
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

古
く
は
古
伊
万
里
の
積
出
港
と
し

て
世
界
に
名
を
は
せ
、
今
日
で
は

工
業
港
や
国
際
物
流
港
と
し
て
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
、
伊
万
里
港
の
歴
史
は

本
市
発
展
の
歴
史
で
あ
り
、
連
綿
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施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
で
あ
る

『
活
力
あ
ふ
れ
　
ひ
と
が
輝
く
　
安

ら
ぎ
の
ま
ち
　
伊
万
里
』
の
実
現

を
目
指
し
た
施
策
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
市
民
総
活
躍
の
３
つ
の

視
点
か
ら
、
事
業
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　
私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
市
民

の
皆
様
の
安
定
し
た
暮
ら
し
に
不

可
欠
な
し
ご
と
づ
く
り
と
し
て
、

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し
た

結
果
、
多
く
の
雇
用
を
新
た
に
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
、
既
存
の
工

業
団
地
は
ほ
ぼ
完
売
の
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
若
者
の
定
住
対
策
と
し
て
効
果

が
高
い
就
労
の
場
を
確
保
す
る
た

め
、
国
道
４
９
８
号
松
浦
バ
イ
パ

ス
付
近
に
製
造
業
の
立
地
を
想
定

し
た
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、民
間
の
オ
フ
ィ

ス
物
件
を
市
街
地
に
確
保
し
、
若

者
や
女
性
の
就
労
先
と
な
る
事
務

系
企
業
の
誘
致
を
進
め
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
観
光
事
業

と
の
連
携
に
よ
り
伊
万
里
牛
や
伊

万
里
梨
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
や

販
路
拡
大
を
進
め
る
と
と
も
に
、

伊
万
里
梨
な
ど
の
樹
園
地
拡
大
や

老
木
の
改
植
、
繁
殖
雌
牛
の
導
入

を
支
援
す
る
な
ど
、
生
産
者
の
経

営
安
定
化
と
産
地
の
維
持
、
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い

て
は
、
本
市
な
ら
で
は
の
返
礼
品

の
充
実
に
よ
り
全
国
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
お
り
、
今
後
も
新
た
な

特
産
品
の
開
発
や
地
域
資
源
を
活

用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
将
来
的

に
競
争
力
を
備
え
た
地
域
産
業
の

振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

　　
市
で
は
、『
小
さ
な
拠
点
』
づ
く

り
と
し
て
、
地
域
住
民
が
行
政
や

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、
生
活
に

必
要
な
機
能
の
確
保
や
地
域
の
資

源
を
生
か
し
た
事
業
の
展
開
に
よ

り
持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
す
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
波
多

津
町
を
モ
デ
ル
地
区
と
位
置
づ
け

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠

点
と
し
て
波
多
津
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て

お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
取
組
を
活
性
化
す
る
た
め
、
波

多
津
町
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
促
進
し
自
律

的
で
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
川
町
に
お
い
て
も
自

発
的
な
取
組
と
し
て
、
大
川
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
10
月
の
運

行
開
始
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
住
民
主

体
に
よ
る
地
域
の
元
気
を
生
み
出

す
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
さ
ら
な
る

拡
大
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
部
署
を
新
設
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
移
住
・
定
住
の
促
進
に

つ
い
て
は
、
本
年
１
月
か
ら
奨
励

金
制
度
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
お
り
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
都
市

圏
の
若
者
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
採
用
し
、
若
者
の
視
点
か

ら
の
移
住
施
策
の
検
討
や
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
一
人
一
人
が
自
立

し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
平

等
に
参
画
し
責
任
を
分
か
ち
合
う

社
会
、
互
い
の
違
い
や
多
様
な
生

き
方
を
認
め
尊
重
す
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
昨
年
４
月
に
男
女

協
働
参
画
を
推
進
す
る
条
例
を
施

行
す
る
な
ど
、
女
性
が
活
躍
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
推
進
し
、
男
女
が
仕
事
と
家
庭

生
活
、
地
域
活
動
な
ど
を
両
立
し

円
滑
に
継
続
で
き
る
よ
う
な
男
女

協
働
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
指
針
を
盛
り
込
ん
だ
第
４
次
男

女
協
働
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　
し
ご
と
創
り
セ
ン
タ
ー
Ｐ
ポ
Ｏ
Ｒル

Ｔ
ト
Ｏ
３
３
１
６ 

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
に
つ

い
て
は
、
市
内
外
か
ら
の
注
目
を

集
め
、
既
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
や

大
学
生
に
よ
る
起
業
の
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら

に
、
女
性
や
若
者
の
多
様
な
働
き

方
に
つ
な
が
る
活
動
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
応
援
し
育
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

を
支
援
す
る
取
組
と
し
て
、
留
守

家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
対

象
学
年
を
計
画
的
に
拡
大
す
る
ほ

か
、
施
設
の
拡
充
や
支
援
員
の
増

員
な
ど
受
入
体
制
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
小
中
学
生
の
医
療
費
助

成
に
つ
い
て
、
現
物
給
付
へ
と
移

行
し
保
護
者
の
申
請
手
続
き
を
簡

略
化
す
る
な
ど
、
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
と
子
育
て
に
か
か
る
経

済
的
な
負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

第１回定例会　塚部市長所信表明

 
主
要
な
施
策

『
市
民
が
し
ご
と
で
活
躍
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
』

※
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
主
要
な
施
策
の
概
要
と
予
算
な
ど
に
つ
い
て
、
総
合

計
画
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

『
女
性
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
』

『
市
民
が
地
域
で
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
』

第１回定例会で所信表明を行う塚部芳和市長
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